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ド
ハ
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ス
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宮
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び
僧
院
(
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h
e
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A
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b
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h
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o
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rO
O
d
h
ou
se
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軒
朋
と
何
院
と
み

併

科

す

るこ
と

に
布
端
Jの
感
私
犯

-

人

は

野
-
本

桐

の

終
末
ま
で
恕
耐
rJ
れ

ん
こ
と
か
望
む
｡
抑
-
宮
殿
の
お
粥
に

H
o
ty

R
o
0
.1
と
云
ふ
=
と

す
ら
特
鵜
の
感
を
炎

へ
石
の
で
あ
る
｡
紙
王
蛙

と
か

僧

舵
の
甘
銭
な
ら

ば
或
は
刺
胞
は
し
い
か
JJ
知
れ
な

い
が
､
祁
J

f
桝
谷
支
配
す
る
幽
式

の
宮
殿
と
し
て

｢
取
な
る
十
字
如
し
私
怨
昧

す
る

I･To
‥y
R
o
o
d
の
名

榊
が
典
で

あ
る
｡
=
れ
が
紀
明
Li
ほ
政
利
,
,の
縫
物
が
創
立

さ
れ
た
呼

の
併
託
み
旭
-
よ
り
他
に
方
法
が
な

い
D

十
二
壮
紀
の
緑
樹
ま
に
デ
ヴ
ィ
ッ
ド

l
世

(D
a
v
id
I
n
〓

二
田

-
二

軍

ニ
〕
)
と
云
ふ
王
が
あ
り
番
良
に
し
て
紅
雪

密
山
に
し
て
朝

練
か
も
っ
て
甲

乙
て
ゐ
LL
が
'
多
-

の
僻
焼
払
紐
立
L
寺
餌
私
輿

へ
た

り
で
'
3J
I
ネ
ス
叫
壮
(Ja
m
e
二

)
な
し
て
侍
り
,1
多
-
の
註
榊
か
春

秋
し
て
ゐ
る
こ
と
か
雌
か
し
め
た
粒
で
あ
る
O

今
日.1
至
る
ま
で
碑
樹

の
L各
地
に
延
跡
或
は
先
金
な
る
-
の
み
鍵
し
て

迎

快解
か
し
て
晋
か
似

(十

】
)

瀧

ノ

親

7

げ
し
め
て
居
る
も
の
の
火
部
分
は
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
正
の
迫
栄
で
あ
る
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そ

の
う
ち
L51
-

f
叫o
Tly
rO
O
d
の
仰
悦
､
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e
】so
の
何
位
､
M
e
lro
se

の
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院
t
J
e
d
b
u
rg
h

の肘
院
､
N
e
wb
a
ttte

の
伊
院
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C
am
bu
s
le
t

n
n
et.1
の
僧
院
､
K
in
lo
sl
の

僧
院
､

D
un
i
ren
m
n

の
僧
院
及
び

H

oJme
c
u
itra
n
の
僧
院
代
A
b
b
りy

Li
屈
す
る

僧
院
で
あ
る
｡
N
u
･

n
n=
r
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と

耶
せら
れ
る
尼
院
に
屈
す
る
も
の
Li
ほ

C
a
rlisle

に
あ
る
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の
､
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e
r
w
ick
に
あ
る
JJ
む
が
め
り
t
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a
th
e
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伽
藍
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す
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w

に
あ
る
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め
る
も
の
t

S
t･A
n
d
re
w
s

に
め
る
i
の
'及
び
A
b
erd
ee
n
に
あ
る
-
の
は
何
れ

も
こ
の
陶
工
の
組
立
で
あ
る
｡
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の
他
N
ew
ca
stte･o
n
･T
y
n
e
に
あ

る
べ
ネ
ヂ
ク
ト
派
､
カ
ー
メ
ラ
イ
ト
沢

の
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伸
泣
院
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u
h
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め
る

P
ri
o
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な
ど
そ
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岬
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出
水
た
も
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で
あ
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｡
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H
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成
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あ
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ヂ
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齢
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狐
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拙仲
山
伺
っ
た
｡
閥
fii
が
群
臣
か
引
r+
7且
へL
L,J
砕
料
叫
を
さ
れ
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山場
鹿
で
i=
る
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彪
り咋
九
月
の
十
四
日
に
は
現
十
や
加神
目
の
幾
日
が

氷た
｡
‥
り
‖
相
,.～:i
ほ
い
つ
-
の
如
-
祭
蛸
に
参
列
し
て
批
縛
し
て
ゐ

た
が
'
式
が
滞
る
と
多
-
の
若
き
墳
拭
韓
が
は
ま
の
術
前
に
跳
ば
れ
狩

猟
に
行
か
ん
,
JJJJ
か
取
っ
た
a
そ
の
時
図
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お
抱
え
の
職
隙
取
閉
脚
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c
ttnesMO
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が
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か
る
帥
艶
な
る
･日
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称
狐
に
よ
っ
て
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れ
ん
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れ

て

樹
FiIに
練
止
し
た
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に
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手
入
れ
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っ
た
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岬
柑
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エ
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ラ
娘
に
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ら
れ
た
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窮
み
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韓
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非
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廿
の

森
へ
悔
み
逝
め
ら
れ
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猟
犬
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嘩
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や
内
緒
の

称
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骨
は
允
に
壁
土
凡
つ
て
､
そ
の
騒
し
…
で
の
賑
や
か
ru
は
班
に
伯

々
し

い
好
枝
で
め
っ
て
､
究
め
に
森
の
供
塊
に
ひ
そ
む
放
瓶
は
抑
み
な

し
て
光
り
出
る
と
m
心
ほ
れ
る
榊
で
あ
っ
た
｡

1
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の
井
村
新
北
ハほ
今
や
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ス
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シ
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に
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る
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と
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蛇
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し
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っ
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し
た
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に
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伸
べ
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侍
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叫
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な
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っ
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の
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も
仲
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つ
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ら
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阿
王
御
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仰
せ
ら
れ
た
育
み
班
誰
す
る
=
と
が
==
兆
た
が
､
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工
の
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な
か
っ
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固
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の
仰
せ
ら
れ
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と
な
非
儀

に

受
け
と
ら
れ
け
な
ら
ぬ
の
で
め
る
O

脚
王
の
云
は
る
る
鹿
に
伐
る
と
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国
王
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F.J
の
嘩
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れ
ま
で
見
た
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も
な
い
や
う
な
立
沢

な
叉
爪
か
も
つ
見
串
な
砧
か
榊
盟
に
な
っ
た
｡

粒
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脚
立
私
H
が
け
て
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地
し
て
氷
る
t)
､
あ

鵬
は
非
骨
に
カ
が
弧
く

塙
上
S
.脚
菜
か
輯
珊
北
ハ
に
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上
に
打
ち
倒
し
た
O
脚
王
は
倒
れ
た
ま
･̂

胞
の
爪
か
耐
手

で
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と
似
ら
れ
た
C
地
の
角
と
m
仙
ひ
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や
粒
の
角
で
は

な
-
て

手
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ら
れ
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架
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あ
っ
た
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し
て
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非
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常
な
軒
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逃
げ
失
せ
た
｡
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せ
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へ
げ
そ
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点
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叫
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え
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の
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あ
る
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=
の
戎
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余

が
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利
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ー
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ス
･
シ
ー
ト

に
光
ら
ん
と
し
た
岬
掬
し
た
清
滋
で
あ
り
､
蘇
脚
氏
鏑
に

｢
ア

ー
サ
ス

シ
ー
ト
に
臥
し
炎
の
水
谷
飲
よ
ん
L
JJ
ま
っ
た
有
名
な
泉
で
あ

る
｡

そ

の
晩
問
王
は
妙
に
･HTT
ら
救
{=
の
場
由

に
僻
慌
各
紙
立
ぜ
よ
と
紺
よ
り

舟

ぜ
ら
れ
Ll
cr

的
え
の
僻
の
助
首
に
進

い
て
'
伽
固
及
･;
耳
戒
か
ら
工
人
み
伸
し
て

僧
院
恥
建
て
､
盟
な
る
十
字
架
に
奉
献
L
､
高
､き
缶
切
の
上

に
布
畔
的

な
十
字
架
私
旺
い
た
と
云
ふ
o

=
れ
が
ホ
I
-
ル
ー
ド

僧
院
に
絡
げ
る
侍
龍
で
あ
る
0
枚
牧
の
撰
歌

が
研
究
の
約
兆
=
の
怖
散
は
後
人
の
附
骨
で
あ
っ
て
十
二
世
紀
:l=S
峠
の

も
の
で
&
.-
.
十
五
北
総
の
靭
頃
の
も
の
だ
と
文
事
の
上
で
立
詔
す
る

の
で
あ
る
が
'
菅
々
は

H
oly
ro
Ud

の
由
水
和
恕
傑
し
柑
れ
ば
足
る

の
で
あ
る
｡

混
和
組
立
さ
れ
た
場
虚
は
エ

デ
ン
バ
ラ
城
の
岩
の
上
に
紐
て
ら
れ
た

ら
し
い
が
､
そ
の
後
間
も
な
く

新
ら
し
4
J地
払
拭
ば
れ
た
O
今
日
の
官

暇
の

1
分
に
鹿
塊
の
高
塀
私
出
し
て
基
な
雄
骸
NJ,凪
附
に
曝
ら
し
て
ゐ

る
め
が
そ
れ
で
あ
る
.
何
れ
も
常
時
は
時
め
-
故
人
で
あ
っ
た
人
々
の

遮
穴
の
偏
石
み
靴
耽
同

株
に
踏
み
妨
-
呼
､
只
軸
線
蛤
私
見
て
-
の
の

笈
私
感
ず
る
よ
り
以
上
に
快
音
の
情
か
伐
ら
れ
る
の
で

あ
る
｡
廃
寺
の

跡
に

7
人
の
韮
私
感
ず
る
の
は
水
迫
地
物
よ
り
も
石
造
建
物
で
あ
る
と

興
陶
の
土
地
に
足
み
踏
み
入
れ
た
=l==
利
か
ら
感
じ
t･}
ゐ
た
の
で
め
為
が

今
=
の
γ
ベ
チ
ャ
ー
チ
の
跡
に
樹
玉
虫
府
等
の
基
の
光
れ
裁
て
L:枚
な

見
て
瓜
は
サ
笈
愁
み
教
え
た
の
で
あ
る
0
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第
十
巻

繊
教
に
信
払
渡
-
=
と
が
情
炎
ね
に
し
て
も
繁
十
字
鶴
を
こ
1

に
記

念
す
べ
4
}血
的
端
無
が
め
る
｡
料
a
d
-

rd
由
‥h
sih
粥
の
械
M

a
rg
･

a
ret
は

E
d
w
a
rd
th
e
C
o
n
fes
sor
(
叫〇
六
米
印
抜
)
私
那
父
の

兄

弟
に
も
ち

r
弥

固
ま
iV
Ia
ic
o
‥m

三
他
に
嫁
し
て

E
a
d
g
a
i-
と

A
lex
a
n
d
e
r

E
牧
と

D
a
vil

L
世
の
三
人
兄
弟
と
､
後
に
H
りu
LY
l

淡

71
線
L
粥
川
の
虫
虜

と
な
っ
て

T
h
e
g
o
o
d
Q
u
ee
n
M
a
u
d
と

し
て
訴
ほ
れ
て
和
裁
な
娘
と
,5
綻
ん
だ
人
で
あ
る
O
=
の

M
a
rg
are
E

代
償
翻
心
の
淑

い
人
で
あ
っ
て
'
鮮
描
敦
の
懲
鮒
LL
経
っ
て

蓋
い
(T
h
e

L
o
rd
が
D
a
yj
拘
旬
祭

〔T
lr
c
L
c
n
ten
F
a
st)
の
粉
食
と

私
鮭
樹

に

箪
入
L
､
死
後
繋
従
と
し
て

Sr.
p
Ta
rg
a
re:i
of
S
co
tla
n
d

と
呼
ば

れ
て
ゐ
る
｡
彼
女
は
十
字
教
の
相
和
し
た
苅
免
の
事
絡
み
鮮
樹
へ
抑
ち

来
た
O
そ
の

非
に
は
端
的
に
基
密
の
偽
称
刻
し
､
内
に
は
兆
滑
が
虚
刺

さ
れ
た
呼
傑
用
さ
れ
た
と
掴
す
る
十
字
衆
の
断
片
払
約
め
て
ゐ

il
O

マ

ー
ガ
レ
ッ
ト

虫后
は
炎
王
が

N
o
rth
u
m
b
erta
n
d
@

A
ln
wi
ck

の

域
餅
で
崩
去
さ
れ
た
こ
と
を
糊

い
て
悲
款
の
放
り

エ
デ
ン
バ
ラ
城
内
で
.

;
〇
九
三
中
に
崩
せ
ら
れ
た
｡
こ
の
乎
鮒
と
十
や
教
と
が

D
av
i山

王

の
手
に
移
り
､
王
は
=
ゝ
の
γ
べ
の
健
偶
に
興

(
た
｡
‥
の
十
や
衆
代

役
に

T
h
e
B
la
ck
R
o
ud
o
f
S
co
t.Aa
n
d
即
ち
｢
船
脚
の
凝
十
字
架
L

と
L
t)J准
尉
総
の
梯
韓
と

な
り
そ
の他
の
始
帝
岬
に
於
て
J
敢
紳
驚
な

も
の
と
税
政
写
れ
る
や
う
に
な
つ
ii
｡
犬
切
な
る
緊
伯
TiJ安
食
に
瑞
鈍

す
る
始
め
に

エ
デ
ン
バ
ラ
域
内
の

約
邦
柴
に
安
托
さ
れ
て
ゐ
た
が
､

E
d
w
a
rd

l
髄

の

糠

に
鵬
の
締
ま
の
松
治
な
ど
と
共
に

叫
且
英
囲
Hi
に

纏
っ
た
O
十
四
湘
紀
に
N
D
rth
am
p
to
n
の
一協
約
r1
よ
っ
て

笹
岡
の
料

よ
が

踏

め

ら
れ
た
際
ハ
一
三
二
八
)
相
が
孤
…‥川
.1
托
さ
れ
Li
.
が
十
八
仙
T

啓
二
幾

蒜

八

六
六

箆

R
娼
fo
rm
q
i
m
の

坤
に
神
政
裾
園
の
地
払
離
れ
そ
の
行
桁
が
不
桝

に
な
っ
て
以
氷
今
日
た
で
仝
-
そ
の
浄
衣
私
刑
に
し
な
い
O

E
i
,v
a
rd
iこ
僻
が
弗
関
西
-
根
幹
L
山
紅
し
て
ゐ
品
位
に
罪
LJ
て
欝

尊

D
a
v
id

二
枚
は
大
鞘
称
呼
ゐ
て
aJ樹
に
侵
入
し
た
肺
炎
十
字
架
在

韓
陣
に
状

へ
必
勝
在
職
L
L
i
が
､
ru
す
が
の
灘
十
字
毅

も
寄
鵬
私
覗
托

さ
ず
械
胎
の
怪
を
兄
､

D
Iv
ii
二
世
は
十

F
ケ
中
間
相
盛
の
身
と
な

り
多
-
の
部
下
め
滑
i
毒

殺
L
LL
O
悪
の
料
地
の
耽
別
品
と

共
に
英
軍

の
平
に
あ
っ
て
'
粥
十

字
架
は

D
u
rh
am

C
a
th
e
a
ral
に
安
紀
さ
れ

て
ゐ
LL
か
､
i
i
過
り

R

fo
rln
a
tio
n

の
岬
に
紛
失
L
i1
ま
1
で
あ
る

ア
ベ
が
建
立
さ
れ

て
後
エ
デ
ン
バ
ラ
蛾
に
禿
る
決
で
の
閏
に
卿
払
作

る
,
Iと
)付
許
可
さ
れ
た
)
糠
別
に
許
可
rJ
わ
た
町
払
春
樹

で
は

b
u
lg
h

と
■:q
ふ
｡
本
.q
り
み
C

a

n
o
n
g
a
te

と
云
つ
L
:O
今
日
で
も
何
奴
の
前

盛
か

ら
兜
つ
て
ゐ
る
本

城
りの
名
和
掛
-

呼
ん
で.
ゐ
る
の
で
あ
る
が
､

椛
組
で

g
a
te
は
英
語
の

p-J
へg
at
3)
の
溶
味
に
非
ら
ず
L
t)J
'
w
a
y
叉

は

ro
a
d
の
忠
嘘
で
あ
る
｡

今
日
でも
鯨
餌
で

管
n
g
in
g
ih
eis
a
im

g
a
t
e

主

hJ
(
ば

g
c,in
粥
th
cir

o
w
n
w
a
y

の
密
で
あ
り
'

町
の
入

口
に
あ
る

to
w
苧
粥
ate
の
こ
と
a
J雄

図
で
ほ

y
e
tE
又
ほ

p
,･rt

と

怒
っ
て
あ
る
O

=
の
相
投
代
紋
灘
の
呼
ま
で
練
輝
の
非
人
殊
に
魚
倍
の
娼
め
に
罪
人

と
な
っ
た
寮
の
激
雛
抑
と
な
っ
て
鮮
II
O
今
日
で
は
塗
私
附
し
て
見
る

=
-
が
川
寂
な
い
が
'
翻l
政
S
施
'1
十
字
架
が
立
っ
て
潜
っ
て
､
負

怯

み
仕
弗
ひ
相

和
も
の
が
‥
の
十
や
架
に
中
払
梱
る
る
や
法
律
の
網
秘
免

れ
柑
LL
と
.I114
ふ
｡

歳
月
の
雛
あ
に
払
っ
て
γ

ぺ
に
筋
長
が
あ
る
が
.
趣
に
は
蘇
蜘
Eii
が



tE
･W
IJ
る
エ
γ
ン
パ
ラ
肘
に
仰叩
祇
小
川
甘
･:=
械
僚
埠
-
北
ハ
に
仰
悦
に
沖岬

田
小･Jれ
る
既
数
が
増
加
し
L
I
O
或
は
･3
滋
と
北
ハ
に
井
出
鵬
か
卯
ろ
こ
と

心
は
と
め
認
印
の
re
=舟
や
儀
式
の
(==場
に
あ
て
中
れ
る
‥
と
が
頼
光
と

な
り
､
従
っ
て
似
合
の
純

暇
な
骨
げ
ろ
に
至
っ
た
=
と
も
邸
斑
で
あ
っ

㍗
.速
に

F
lng
lかm
es
IV
(
7
四
九
八
-

7
五
〇
三
)
の
藤

に
な
っ
て

相
LT
I正

常
殿
か
救
地
内
に
建
設
す
る
=
と
な
決
心

ruれ
t

f
末
〇
三
年

に
は
英
伽
の
Fj
如

M
a
rg
a
re
t

か
迎

へ
る
姑
め
に
略
祉
築
が
完
備
し

た
O
若
き
王
妃
は
山
地
(
の
琳
柵
工
と
共
に
北

上
し
て
新
宮
鵬
に
大
約

に
な
っ
た
岬
の
光
比況
は

S
o
m
c
rre
t
H
e
ra〓

の
範
に
よ
っ
て
新
肺
の

独
漆
の
状
況
が
的
幻
1,,れ

て
ゐ
る
O
琳
図
の
願
出
か
研
究
す
る
も
の
が

W
ey
･to
u
n
の

C
ro
n
y
iEil
と

加
el._e
n
d
en
の
B
o
e
ce
と
共
に
悦
ん

で
寵
む
-
の
で
め
る
｡

叫
就
〇
三
坤
の
七
月
の
末
つ
餌
の
=
と
で
あ
る
が
t
P
r

in
ce
s
M
?

rg
a
ret
は
恭
し
4
J将
に
飛
ら
れ
､

多
-
の
仲
人
在
逃
れ

て
倫
故
か
出

発
し
.'節
々
JJ
耕
閥
の
祁
み
淵
し
て
旗
の
虫
に
守
り
れ
る
｡
近
親
ru
れ
る

切
々
で
は
:託
加
に
耽
滋
か
述
べ
る
雄
め
に
地
力
S
東
城
や
紳
ii
は
齢
塔

に
結
っ
て
川
か
け
る
｡
日
食
城
は
王
妃
み
邦
す
る
う
れ
し
rJ
に
跳
躍
す

る
｡
B
e
rw
ick
で
は
英
桝
の
火
砲
の
緋
が
天
地
に
響
き
柑
窓
の
息
随
砲

に
人

の
胸
か
管
か
す
｡
耳
に
蹴
砲
,世
開

い
て
人
の
心
は
い
や
が
上
に
悦

び
躍
っ
た
｡

B
D
rd
e
r
と
qTn

も
云
ほ
れ
て
ゐ
ろ
粗
描
払
拭
k
J
つ
て
､

L
P･-
｡･e
l･tO
n

K
ir打
に
氷
る
と
､

搬
図
の
紳
+
Eが
隙
九
･組

ん
で
王

妃
な

川

迎
へ
た
ひ

英
数
防
帖
S
嘉

式
付
､
従
渉
の
J
の

7
千
'
そ
の
批
視
は
見
る
人
ね

.所

出

抄

舷

幣
か
し
た
)
そ
れ
よ
り
三
日
日
で
あ
る
が

D
alk
e
ith
で
紺
H立
は
立
脚
仙

ね
迎

(
ら
れ
る
｡
王
地
は

D
a
lk
e
ith
と

Id.3W
b
ntt.e
A
b
b
ey
-
で

四
日
閉
脚
叩
印
,,J
れ
る
.
そ
の
間
固
ま
は
布

目
エ
デ
ン
バ
ラ
か
ら
併
帖
で

氷
ら
れ
､
結
栖
前
の
米
独
の
形
式
恥
と
ら
れ
る
｡
i.'･芸
北
色
の
布
切
れ
で

糠
と
れ
る
緋
の
汐
ヤ
ケ
ツ
ト
私
語
た
図
三
は
･Jl:ら
或
は
措
術
の
妙
技
私

見
ぜ
て
TIi如
み
慰
め
､
或
は
小
琴
ゲ
ラ
〃
T.
-
ド
在
郷
L
t
ル
ユ
1
-

,倍
奏
し
て
投
付
に
つ
と
め
ら
れ
た
'
こ
の
敢
然
に
非
常
に
H
如

私

恨
は

し
ま
如
ほ
そ
の
骨
に
耳
み
傾
け
る
こ
と
和
楽
よ
れ
た
｡
耕
-
て
八
月
の

七
日
の
朝
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王
舵
は
韻
ビ
L2
-
ド
に
て
級
眠
り
み
な
し
､
員
球
と
朝
市

と
に
て
飾
れ
ろ
紙
な

つ
け
た
る
余
聞
の
外
衣
み
被
り

'
愈
鮮
図
の
都

エ

デ
ン
バ
ラ
に
向
ほ
れ
た
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図
式
は
比
毛
の
一帖
に
跨
り
､
談
金
色
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
紫
松
子
の
ダ
ブ
レ
ッ
ト
に
粍
紅
の
靴
下
と
-HT
ふ
臼
-
肋
ゆ
る
は･,

か
リ
の
瞳
淡
に
て
､
漁
小
ま

で
的
迎
さ
れ
'
工
加
の
姿
か
見
る
や
塙
か

ら
飛
降
り
恭
し
手
番
妙
か
と
っ
て
接
吻
rJ
れ
ろ
.
最
初
･;
分
の
槌
に
王

妃
み
移
し
城
ぜ
ん
と
ぜ
ら
れ
た
が
､
批
仰
鵬
は
二

人
J

仲
乗
せ
る
や
う
に

馴
ら
さ
れ
甲
b
ず
､
止
む
在
村
や
エ
加
の
砧
に
邦
ら
れ
､
図
三
は
前
に

王
妃
は
役
に
二
人
阿

I
の
嶋
に
て
徐
ろ
に
エ
デ
ン
バ
ラ
指
し
て
弛
ま
れ

る
Q
紳
詣
S
J
P
a
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と
三
人
の
☆
榔
と
に
扮
L
た
る
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イ
セ
ン
ト
が
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迎
へ

に
出
て
氷
る
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暇
術
の
十
字
和
の
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水
か
ら

は
綿
糸
.1二
は

あ
ら
で
血
の
色
せ
る
御
報
柵
が
噴
･1J出
で
､
人
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の
飲
む
に
番
ぜ
て
あ

ち
.
町
家
の
窓
に
は
鮮
や
か
な
先
飾
み
施
し
t･}
あ
る
｡
行
列
は
町
か
､r

ホ
ー
-
ル
ー
ド
の
政
令
に
行
っ
て
進
む
｡
由

塔
の
薪
北
ハ
ほ
怨
-
塔
か
ら

降
り
'
図

三
･E
ら
王
妃
私
抱

い
て
槌
よ
り
降
り
､
火
車
な
批
叩
蛾
机
に
雅

れ
て
設
け
の
筑
余
色
の
撒
布
帆
の
上
に
脆
さ
'
形
式
か
準

っ
て
班
卸
も

山
究

六
七
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す
ま
し
て
後
に
･1=･=脳
に
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れ
る
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綿
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叙
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追
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潜
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討
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舞
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士
の
戯
技

は
併
う
し
た
紺
地
に
は
宙
水
よ
り
な
-
て
ほ
な
ら
ね
鵬
で
あ
る
｡
今
ま

で
約
二
甘
年
間
稚
え
間
も
な
-
起
っ
て
'
非
は
人
な
し
て
飽
か
し
め
て

ゐ
た
英
鯨
両
脚
の
基
礎
埴
胤
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､
あ

耐
王
家
の
紳
食

'1
よ
っ
て
終
止
ず

る
で
あ
ら
う
と
考
(
ら
れ
た
の
で
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王
家
の
み
な
ら
ず
餌
代

丁
舷
が
炎

心
か
ら
悼
ん
だ
の
で
あ
る
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琴
1
H
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に
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蹄
描
法
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か
ら
甲
b
れ
た
図
剣
劇
抑
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び
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の
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式
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の
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で
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樹
の
賓
と
し
て
抑
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eg
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と
し
て
今
日
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デ
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パ
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内
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陳
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れ
て
ゐ
る
が
､
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の
囲
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こ
そ
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市
奔
迎
命
私
経
て
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日
に
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ゐ
ろ
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十
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に
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エ
ル
罪
の
寝
入
み
受
け
た
呼
蘇
脚
骨
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決
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つ
て

D
u
n
Tl.
t
a
r
城
主
が
糊
か
る
こ
と
に
な
っ
た
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城
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ヤ
ー
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二
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に
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っ
て
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賊
し
て
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る
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･仰
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つ
il
G
eor
g

e

O
g
iit･ie
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錦
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れ
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嫉
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て
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in
n
eff
の
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伽
の
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縦
に
僻
め
る
研
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城
代
の
壷

払
見

離
ひ
i
l
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か
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入
城
か
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せ
と
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囲

碓
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申
し
込
ん
だ
｡
珊
岬
の
風
門
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し
て
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固
相
人
目
必
ず
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つ
む
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の
手
i･｡J且
払
拭
服

す
る
の
が
肝
で
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っ
た
の
で
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の
郷
人
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そ
の

道
風
に
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せ

て
迩
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剣
と
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と
か
城
外
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迩
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去
る
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と
が
畑
衆

た
が
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牧
仰
の
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が
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摘
ぜ
ん
と
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る
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の
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嫉
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節
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僻

1
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の
鹿
で
前
掛
け
の
下
の
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創
ほ
幾
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さ
れ
ん
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し
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冠
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げ
滞
ち
ん
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す
る
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す
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つ
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め
で
あ
る
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の
由

安
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入
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縄
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比
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敵
背
和
姦
骨
数
行

昭
和
三
舛
六
月

陣
中
八
月

染
上
陛
下
奄
英
大
粒

へ
の
行
串
の
隙
､
天
兜
に
供
し
た

大
嘩

舵
fL
軸
に
加

へ
て
､
謝
秤
の
材
料
払
恭
現
し
､

T
千
甘
四
十
七
秤

の
日
蛇
和
独
た
も
の
で
あ
る
0
奄
美
欠
格
は

､
ft
軸
の

1
賓
畑
と
-
云
ふ

べ
き
虚
で
､
紐
特
性
の
も
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に
加
ふ
る
に
熟
櫛
件
の
も
の
み
以
て
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分
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か
ら
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け
紳
輔
姦
滞
小
生
原
JJ
に
射
し
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な
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有
す
る

丸
和
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で
あ
る
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約

1
千
首
櫛
の
月
瓶
は
主
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し
て
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海
の
も
の
で
あ

る
が
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氷
拭
柘
の
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線
が
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な
ら
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川
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の
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'
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狗
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め
る
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す
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少
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仲
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